
台の足下から見える地球の記憶と地域の歴史との関

係性」や海津氏の「灯台と地域学」に詳しい．灯台

建設に影響を与えた要素として，日本が地震大国で

あり，多様な地質を有する点が指摘される．例え

ば，漁業は日本の地形的特徴と密接に関連し，急勾

配の河川を通じて陸域のミネラルが海に供給され，

豊かな藻場を形成した．これにより，魅力的な漁場

が生まれ，地域の生態系と暮らしのあり方が地形・

地質によって規定されてきた．また，この豊かな漁

場で得た海の恵みは，地域文化を醸成し，陸域や他

地域との交流・交易を促し，文化の多様性を育んで

きた．

　灯台の立地も，こうした地形的要因と密接に結び

ついている．例えば，千葉県銚子では，近世から観

光地として発展し，犬吠埼灯台の建設後は「磯めぐ

り」が盛んになった．地域の自然環境が観光と結び

つくことで，灯台は航路標識にとどまらず，地域の

ランドマークとしての機能を担っている．

　以上のような背景を踏まえると，灯台は単なる西

洋建築の移入ではなく，地域特性を取り入れた和洋

折衷，さらには地洋融合の建造物といえる．ローカ

ルを深く探ることで，地球規模の特性に行き着くの

である（図3）．

　現代社会は，「Post-Territorial Society（ポスト領

域社会）」へ移行しつつある．IT 技術の発展により

物理的な土地の制約が軽減され，宇宙空間を含む新

たな空間が都市の延長として機能し始めている．

ジョン・アーリ（2022）は，物理的移動のみなら

ず精神的移動を含めた「移動」の概念を強調し，社

会科学の発展の重要性を指摘している．

　都市計画論では，産業革命により都市構造が変革

し，機能主義が導入されたことで，工場や住居の密

集による公害問題が発生した．これに対処するた

め，公衆衛生の概念が確立され，さらに蒸気機関車

の普及により「footloose urbanism」が進展し，ガー

デンシティ論やニュータウン建設が展開された．近

年では航空・宇宙技術の発展により，移動手段と空

間利用の拡張が進み，さらなる「フットルース化」

が進行している．そして現代の都市計画は，成長拡

大型からコンパクトシティ論やタクティカル・アー

バニズムといった新たな戦略的アプローチへ移行し

つつある．ポストモダニズムを経て，グローバル化

の進展とともに地域社会の再構築が求められ，「グ

ローカル」の重要性がますます高まっている．ポス

トポストモダニズムと呼ばれる新たな都市・社会構

造が問われる時代に突入したといえる．

灯台の意義について，藤岡（2021）は，灯台は単

なる構造物ではなく，列強の影響や地域の自

立的発展の意志が反映されたものと指摘する．

また，西洋技術の導入過程を理解する上でも

重要であり，資材調達や立地，技術者の工夫

など多くの要素が関わっている．GPS の普及

で航路標識としての役割は薄れつつあるが，

文化資産としての価値が高まり，保存と地域

振興への活用が求められている．

　本稿の視点から言い換えると，灯台は地域

や人々がポストポストモダニズムを考える上

で基軸となるナラティブを蓄積したメモリー

装置である．そして，これからの社会を展望するた

めの指針を示す存在ともなり得る．灯台には，航路

標識としての機能にとどまらず，ランドマーク，教

育，観光，防災など多様な価値が見出せる．今後の

人と海の関係を持続可能なものとするためにも，灯

台のナラティブに着目し，未来の地域や社会のあり

方を探究することが重要である．
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日本の灯台の
灯器（光源）の変遷

星野 宏和 -Hirokazu  HOSHINO-　（伏木海上保安部）

フレネル式レンズ,石油灯器,アセチレンガス灯器,メタルハライドランプ,LEDキーワード

　明治2年1月1日（1869年2月11日），日本最初の洋式

灯台「観音埼灯台」が点灯を開始した．灯器はフレ

ネル式三重心火口が取り付けられ，燃焼油は日本産

の菜種油が採用された．灯台の建設と灯器の取り付

けは，フランス土木局燈台部から横須賀製鉄所に派

遣されたルイ・フェリックス・フロランが監督した．

次の野島埼灯台も彼が監督し，菜種油を使用したフ

レネル式四重心火口が取り付けられた（図1左）．日

本の灯台はその後，英国の灯台技師 T. スチーブン

ソンに教育を受けたリチャード・ヘンリー・ブラン

トンが手掛けた．彼の最初期の7基の灯台には，反射

鏡付属のアルガンド式単心火口が取り付けられ，燃

焼油は清国産の落花生油が採用された（図1右）．日

本最初期の灯器は燃焼油が植物油であった点は共通

するが，ブラントンの灯台は日本の地震を考慮したス

チーブンソンの提案により，フレネルレンズ登場前の

旧式の灯器が取り付けられていた．

　1872（明治5）年に燈台寮は，燃焼効率がよく光

力が強い石油を使用するドテー式火口の採用を決

め，新設の4等級以上の灯台に取り付けられ , 各地

の植物油の火口も順次交換された（図2左・中央）．

英国トリニティーハウスがドテー式火口の代わりに

採用したダグラス式火口（石油使用）も，1876（明

治9）年に尻屋埼灯台に三重心火口，1899（明治

32）年に室戸岬灯台に最大級の六重心火口が取り

付けられた（図2右）．5等級以下の灯台や当時灯竿

と称した灯柱には，種油使用のシルベル式単心火口

や石炭ガス加工が採用された．

　1889（明治22）年，関門海峡の無看守の鳴瀬立

標に昼夜点灯したまま1 ～ 2週間持続できたリンド

ベルグ式揮発油持久灯火口が取り付けられた（図3

左）．揮発油を受熱器で気化させ火口に導き燃焼さ

せるもので，引火事故が相次いだため，航路標識管

理所の石橋絢彦技師が，灯心（木綿）に不燃性の石

綿を含ませた石綿灯心火口を考案し，鳴瀬灯標ほか

各地の無看守灯台に取り付けられた．その後も無看

02
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価値の価値の
再発見再発見

図3.林匡宏  地域とのつながり  2024 イラスト

図1. フレネル式四重心火口（左）とアルガンド式単心火口（右）

図2. ドテー式四重心火口（左・中央）とダグラス式六重心火口（右）
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守灯台は増加し，英仏の持久灯火口や，航路標識管

理所の工場職員田中米蔵氏が考案した装薬持久灯火

口が各地に取り付けられた（図3右）．

　光源の電化は，1901（明治34）年の尻屋埼灯台の

アーク灯（アラード式電気弧光灯）が最初である．

フランスのエクミュール灯台を模したもので，発電

設備は石油発動機と発電機を組み合わせたものを灯

台構内に設備した．破格の光力であったが，設備費

が高額で保守が困難なため，採用はこれのみであっ

た．1910（明治43）年，神島灯台にタングステン

線条32ワット白熱電球の灯火が灯され，翌年には

四日市灯台に，同じ白熱電球が商用電力により初め

て点灯された．

　同じ頃，大型灯台の石油灯器は石油を圧縮気化さ

せマントルに噴出させ燃焼した灯火を用いた石油蒸

発白熱灯器が各種採用され始めた．1904（明治37）

年に水ノ子島灯台にバビエー式，姫島灯台にソー

ターハーレー式，1909（明治42年）に神子元島灯台

にルックス式，1911（明治44）年に烏帽子島灯台に

チャンス式が取り付けられた（図4）．中でも取り扱

いが簡易なチャンス式がその後も多く採用され，

「チャンス」の呼び名で親しまれ，電化された灯台に

おいても非常用灯器として長く使用された．

　また小型の灯台や浮標，灯柱にはこの時期，ピン

チガス灯器が採用された．1900（明治33）年に壇

ノ浦灯台の構内にピンチガス蒸造所が設けられ，壇

ノ浦灯台，高瀬浮標等に取り付けられた．特殊な蒸

造所と配給船を必要としたため，関門地区と京浜地

区のみでの採用となった．1908（明治41）年にア

ガ式アセチレンガス灯器が三池港の浮標と根室港弁

天島灯台に取り付けられた．アセチレンガスはピン

チガスより光力が強く，ボンベで輸送できるためそ

の後広く用いられた．1913（大正2）年新設の大角鼻

灯台にアガ式25ミリマントル直立式明暗器（アセ

チレンガス白熱灯器）が取り付けられ，さらに優秀

なアガ式アセトアセチレンガス白熱灯器も1916（大

正5）年に湯島灯台に取り付けられた．アセチレン

ガス灯器は，石油持久灯器に代わり，その後国産化

に成功したため，以降昭和後期まで長く使用された

（図5）．

　大型灯台への本格的な電球の採用は，1917（大正

6）年の御前埼灯台の1000W ニトラ電球が始まり

である（図6左）．このガス封入白熱電球は，以前の

ガス封入ではないものと比べ強力な安定した光で寿

命も長く，電気が各地の灯台まで供給されていくの

に伴い石油灯器は順次電球の灯器に交換された．

1952（昭和27）年には東京芝浦電気の協力のもと，

灯台の電球は形状，寸法，性能が規格化され，同社

製の電球がその後長年使用された（図6右）．

　戦後，フィラメントの電球以外に各種の放電灯も

各地で取り付けられた．1948（昭和23）年 , ネオン

灯が伊豆大島波浮港導灯に，以降導灯には蛍光灯が

取り付けられた．1966（昭和41）年3月，光力の強

いキセノンランプが都井岬南灯台と留萌灯台 , ナト

リウムランプが関門大瀬戸導灯に取り付けられた．

1975（昭和50）年にハロゲン電球が臥蛇島灯台，

1986（昭和61）年に高圧ナトリウムランプが三木浦

港防波堤灯台，そしてメタルハライドランプ（High 

Intensity Discharge Lamp）が1990（平成2）年に二

神島灯台に取り付けられた．以降，大型灯台には東

芝製の電球に代わりメタルハライドランプが取り付

けられた（図7）．

　LED の灯台への採用は1989（平成元）年の神戸港

苅藻島西灯台が最初である．LED の登場は灯台の保

守を大きく改善させた．電球は500時間毎の交換を

要していたが，LED は10年以上交換が不要となり，

年に１回の点検保守へと激減した．今日，灯台の灯

器（光源）の主流となった LED 灯器は電源の太陽

電池と共に進化を遂げ，低消費で耐久性のあるコン

パクトなものが採用されている（図8）．

　メタルハライドランプは2023（令和5）年9月に製

造中止となり，現在保有のものが無くなり次第，

COB（Chip On Board）LED や SMD（Surface 

Mount Device）LED を光源とする高輝度 LED 灯

器に順次交換されていく（図9）．

　明治初頭から令和の今日まで，日本の灯台の灯器

（光源）は常に最新の技術が投入され続けてきた．

海上保安庁は，先人たちが培ってきたこの技術を継

承し，これからも航海者へ安心安全な灯火を送り続

けていく．

図4. ルックス式（左）とチャンス式（右）石油蒸発白熱灯器図3. リンドベルグ式揮発油持久灯火口（左）と装薬持久灯火口（右）

図5. アセチレンガス灯器（左）とアセチレンガス白熱灯器（右）

図6. ニトラ電球（左）と東芝製の各種灯台電球（右）

図8. 新旧のLED灯器

図9. COB光源（左）とCOBLED灯器（右）

図7. キセノンランプ（左），ハロゲンランプ（中央），メタルハライドランプ（右）
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